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研究課題学校関係者評価委員が評価活動に参画する手だてを試行し、その評価結果を学校改善に生かす取

組に係る実践研究

地域と共にある学校づくりを目指した学校評価

札幌市立陵北中学校一

Ｉはじめに

１本枝における学校評価のねらい

本校は、昨年度開校50周年を迎えたが、その事業を通し、ここまで地域と共に歩

んできた歴史の重みと学校に対する地域からの期待の大きさを改めて感じることと

なった。

地域から信頼される学校を目指し、次のことをねらいとして学校評価を行ってい

る。第一は、実践を振り返り、その成果と課題を明らかにし、保護者や地域に対し

て説明責任を果たすことである。第二は、ＰＤＣＡサイクルを機能させ、学校改善

に活かすことである。第三は、学校関係者評価を通して、学校運営に対してアドバ

イスや応援をいただきながら地域との関わりを広げていくことである。

識 ２昨年度の学校評価の結果をもとにした改善点

本校では、昨年度の学校評価をもとに検討した結果、次の３点について改善を図

ることとした。

①保護者、地域の方に学校をより理解してもらうために分かりやすい広報の工

夫を行う。

②学校と地域のつながりを更に深める。

③中学校区内の３つの小学校との連携を更に進める。

Ⅱ本校の学校関係者評価

１これまでの取組から見えてきたこと

本校では、学校関係者評価は平成21年度から行って

おり今年度で３年目となる。学校関係者評価委員の方
は５名おり

・本校１期生の交通指導員

・元保護者の健全育成委員

・元ＰＴＡ会長の会社経営者

・本校卒業生であり元ＰＴＡ会長の大学教授

・地域住民の大学教授

とバランスのとれた委員構成となっている。学校関係

バランスのとれた学

校関係者評価委員

学校関係者評価委員会

とバランスのとれた委員構成となっている。学校関係者評価によって、自己評価の

客観性と透明性を高めることはもちろんであるが、関係者評価委員会には学校と家

庭・地域を結びつける機能がある。関係者評価委員会にアドバイスや実際の橋渡し

役をしていただきながら、学校改善や地域との連携を深めていくことが大切である。
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２学校関係者評価委員会の円滑な運営に向けて

関係者評価委員会を一層充実させるため、今年度途中から本校のＰＴＡ会長に評

価委員に加わっていただいた。関係者評価委員に保護者を加えることで、保護者の

意見などを吸い上げやすくするとともに評価委員会の取組を保護者に広めることに

なると考えたからである。

また、評価委員の方には、行事などによく足を運んでくれる方、専門知識や高い

見識で自己評価の分析や学校経営に対するアドバイスをいただける方などそれぞれ

もち味がある。ひとりが全てのことを完壁に行うのではなく、それぞれのもち味を

いかしていただければ、負担があまりかからずいいのではないかと考えている。た

だ、学校としては、積極的に評価活動に参画していただくために、来校機会や情報

提供の回数を増やす工夫をしていかなければならない。

｢ 学校関係者評価委員
の持ち味を生かしな

がら

Ⅲ学校評価の－年間の流れ

「

「
’

４
５
’

－３１－

自己評価

学校（教職員） 生徒 保護者 地域

学校関係者評価

学校関係者評価委員会等

４

５

教育課程委員会

・1年の流れ確認

学校だより

学級指導

学校だより

学年ＰＴＡ

学校だより 入学式参観

第１回学校関係者評価委員会

･経営方針等の説明

６
教育課程委員会

･中間アンケート準備

７ 中間アンケート実施 教育懇談会 教育懇談会

８
教育課程委員会

･中間アンケートの集計、分析

９ 学校だより 学校だより 学校だより 学校祭参観

1０

教育課程委員会

･学校評価アンケート準備

第２回学校関係者評価委員会

･合唱コンクール参観

･中間アンケート結果報告、交

流

1１ 学校評価アンケート実施

1２ 教育懇談会 教育懇談会

１
教育課程委員会

･学校アンケートの集計、分析

自己評価書及び資料の送付

※委員長による分析

２

３

教育課程委員会

・自己評価書

学校だより 学校だより 学校だより 第３回学校関係者評価委員会

･自己評価の評価及び改善策の

検証

卒業式参観



Ⅳ自己評価と学校関係者評価の方法

１自己評価

（１）自己評価資料としての学校評価アンケート

本校では、保護者・生徒・教師に対して中間・年度末の２回のアンケートを実

施している。アンケートは４段階評価としている。このアンケート結果を点数化

し、この数値を基に自己評価を行っている。

①評価領域と評価項目

自己評価は５つの評価領域（学校教育目標と教育課程、学習指導、生徒指導、

進路指導、保護者や地域との連携)とし、各領域に２～６の評価項目を設定し

ている。

②質問項目の分類

アンケートの質問項目を自己評価の項目のどこにあてはまるかを検討し分類

していく。

③数値化から自己評価

自己評価の各項目に割り振ったアンケートの質問項目について、生徒・保護

者・教師の平均値を出し、その値から自己評価の評価を決定する。数値化する

ことでその妥当性を説明しやすくなったと言える。

数値化により妥当'性

をもたせた自己評価

(2)課題に対する改善策

各項目ごとに反省を行い、見えてきた課題については改善策を考え、次年度に

活かしていく。

２学校関係者評価

（１）学校関係者評価の原案づくり

完成した自己評価は、根拠となった資料とともに各学校関係者評価委員の方に

事前にお配りし、見ていただいている。そして、委員長には、資料を分析してい

ただき、自己評価と課題に対する改善策の妥当`性についての学校関係者評価の原

案を作りをお願いしている。その原案をもとに評価委員会の中で検討し、学校関

係者評価としている。

学校関係者評価が学

校・家庭・地域を結

ぶ

(2)学校関係者評価の結果から、学校運営の工夫・改善へつなげる方法

自己評価での課題に対する改善点に具体性に欠ける場合などは、具体案を示す

ことを求められた。具体的な対策を考えることで学校改善のスピードを速めてい

る。また、学校の取組をこれまで以上に多く発信すべきであるとアドバイスされ、

工夫していくことになった。更に、地域とのつながりをもっともつべきであると

助言を受けた。地域での活動が広がれば、学校に対する理解が進み、地域ととも

にある学校としての機能をより果たして行くことになるはずである。そして、具

体的な橋渡しなども行っていただいた。

３公表の方法

本校では、評価結果の公表を「学校だより」と「学校ホームページ」を利用して

保護者や地域に行っている。更に年度末の３月には、「学校説明会」を開催し、次

年度の学校経営方針や教育課程における変更点などを中心に１．２年の保護者に対

して説明を行っている。
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Ｖ学校関係者評価を通して広がった地域とのつながり

１コミュニケーション・ツールとして

本校では、学校経営の目玉として、学校関係者評価委員会からの助言もあり、

｢地域、保護者から信頼される学校」を目指し、地域や関係機関との連携を進めて

いくこととした。特に、まちづくりセンターには、町内会との仲介役となっていた

だいたり、生徒会活動と地域とを結びつけていただくなど、力をお借りした。また、

小学校との連携も具体的に進み、中学校区の繋がりが深まった。学校関係者評価が

学校・家庭・地域を結ぶ「コミュニケーション・ツール」となっていると言える。

|地域と共にある学校

２地域・関係機関との連携の具体例

①「清掃ボランティア」

総合的な学習の一環として、町内会の方と連携し、校区

内の公園のゴミ拾いを行った。

②「中学生のまちづくり入門講座」

まちづくりセンターに主催していただき、町内会の役員

の方々と中学生が町内会の役割や中学生に期待することな

どを交流し、中学生が地域へ愛着をもつためのよい機会と

なった。

③「パソコン教室」

まちづくりセンターと共催で本校のコンピュータ部が、

地域の希望者にカレンダー作りを通してパソコン操作を教

えた。

④「東日本大震災チャリティーイベント」

関係者評価委員が橋渡し役となり、桑園地区のイベント

に吹奏楽部が出演し演奏した。

⑤「部活動見学会・体験授業」

本校に入学予定の小学６年生を対象に、希望をとり部活

動見学・体験会を開いた。また、対象者全員に対して、中

学校で本校教師による体験授業も行った。隣接中学校との

日程調整も行うなど、小中連携が深まり中学校区のつなが

りや信頼が生まれつつある。

清掃ボランティア

iii亭

iＩ
まちづくり入門講座

塾濁枳
鶴，

刃9１
パソコン教室

３多くの発信から信頼へ

学校の取組は、できるだけ多くの発信を心掛けた。これも学校関係者評価委員会

からの助言を受けたもので、学校だよりの回数を増やしたり、一般紙、地域の広報

誌、西区役所ホームページなどを利用した。地域の学校理解はもちろんであるが、

保護者が学校の取組を知ることで安心感が生まれ、そのことが信頼・協力へとつな

がっていくと考えている。

Ｆ
し

多
信 〈の発信が安心・

頼・協力へ

学校関係者評価を通して、課題について具体的な改善策を検討し、次年度の学校

経営の改善につなげることができた。教職員も共通理解をもちながらの課題改善に

取り組むことができたと言える。さらに、学校関係者評価を学校・家庭・地域を結

ぶ有効なコミュニケーション・ツールとして、今後も活用していきたい。また、こ

の学校関係者評価が形骸化しないように、学校関係者評価委員の要望などを取り入

れながら常に工夫をＥＩＩねていきたいと考えている。

Ⅵ成果と課題
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資料１西区役所ホームページより

年似二＋四軒まちづくりセンター
｢辻 弓頂座生のまちづくり

1．zJL中学生のまぢづくりへの関心地域への愛苣を深めることを目的として「中学生のニ

エニまちづくり入門胸座（まちづくりデビューに向けて)」「地1,1の方々との交流会」を関

｣二J催し家:しだ．～

。＝陵北中学校の生徒１５人、連合町内会閲原音,１０人が抄加し、「ま石づくり」につJi
rLLJiﾊてめ餌低'まちづくりセシダ邑垂麓のiRi行くU生髭会のポラジテイア活動の惚妬町
蕊fD圃金等の地域の活動の紹介､活動のやりがいの囲地､Niの中学生に期待することの勝

一--.-､「,,,,},

己；があり{ま;しだ．ｊ

ｒ註｣戸竺これをきっかけに生徒会のボランティア活動（ペットポトルのふた回収など）を琴

し二１，|似二士四軒地区にて広報し､地域の協力を呼びかけ尼り､福祉のまち推進センター主
ﾐ:了ｉ催「キッズカーニバル」に生徒がボランティアスタッフとして参加するなど、学校と

ヱハ地幻IとのH則仏生徒のまちづくり活圃への参加へつなげましたｃ
■Ｗ丁二 ．1＋1,-J',.’１１．．－． １：

－７ﾄ1房!．＝ｺﾞ}涼､.L｢-5下肖割↓し

巴時：平成２２年７月２２B

hB所：陵北中学校

参加人数：２５名

:(～生徒の感想から～～

さ｢『i29t9ITPはどのような取り組みをいているのが《｢うま

さ｣ち!つくりセンタ索はどのような所ががよく分かり
ifましだ`､鋼の曲座､'交流会で改めて人は一人では
二生活していない､}雄かりこ支えられているのだと思い

二ましだ.これからはもつと餌極的に刈幽6の取り組み
＆:に参加していきたいと思います．頁五な体５日ありが
２Jとうございました１J

驚
夕.,

l↓1,,ｐｌ
，｜ｌﾔｰﾄﾞ

中学生のまちづくり活■への●加 牛缶会のボランティア活岱

への協力呼びかけ

鍵､愚

激
…
：
洲

▽一ｹ1.-=

曇れ『ｷﾂﾞｽﾞね戸ﾆﾊﾟﾙ｣,では､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｰスタッフとしてさまざまなゲームの進行や９８

;ご芝邑のIi9み日Dかせなどを行いましだ．‐

↑地域で発行されている豊新田ＵＩＰ赤個己よに
陵北中生徒会のボランティア活動が把８日きれ
ました．丁匡

＜お問い合わせか月昭Ｂ～金砠日日:宋年賂、祝祭Ｂを除く)Ｓﾕﾄら～１７:1ｓ

ご似二十四軒まちづくりセンター（西区割Ⅸ２乗７丁目１－１０）

芭話621-2508／ＦＡｘ６１ｓＯｏｅｌ
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学校だよりの－部資料２

Ｉ
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※箸IVi露思全添二苧紅藻平易蕊も蔑漂子#膏点:申蕊1誌製ﾌ2点
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平成23年度実施学校評価中間ｱﾝｹｰﾄ保護者対象集計結果 保護者評価点

、質問項目
23年度中

間評価点

22年度年

間評価点

22年度中

間評価点

学校の方針や目指す方向がわかりやすく説明されている。 4.0 3.9 4.0

２ 年間行事予定や日課等は適当である。 4.1 4.2 4.2

３ 始業式、入学式は適切に行なわれている。 4.7 4.6 4.7

４ 野外学習、宿泊学習、修学旅行は適切に行なわれている。 4.5 4.5 4.5

５ 家庭訪問、教育懇談会は適切に行なわれている。 4.4 4.4 4.4

６ 授業参観、学校公開日は適切に行われている。 ４．２ 4.0 4.2

７ わかりやすい授業が行われている。 3.6 3.6 3.8

８ 生徒は、授業に意欲的に参加している。 3.7 3.6 3.7

９ 評価基準や評価方法などの説明は適切である。 3.7 3.6 3.7

1０ 総合的な学習の時間の内容は適切である。 3.8 ３．７ 3.8

1１ 進路について適切な指導がなされている。 3.5 ３．５ 3.4

1２ 進路に関する資料や情報の提供がされ、進路選択に活かされている。 3.2 3.2 ３．２

1３ 子どもに、家庭学習の習慣が身につくように学校は働きかけている。 3.2 3.1 ３．２

1４ 陵北中学校は、明るく落ち着いた雰囲気がある。 4.1 40 4.1

1５ 生徒は安心して生活している。 4.1 4.0 4.2

1６ 基本的な生活習'償の指導は適切になされている。 4.1 4.0 4.1

1７ きまりやマナーを守るなどの基本的生活習'慣が身についている. 4.0 3.9 4.0

1８ 生徒に、命の大切さや思いやりをはぐくむような指導がなされている。 3.7 3.8 3.8

1９ 生徒一人ひとりの理解に努め、個に応じた指導がなされている。 3.5 3.6 3.7

2０ 家庭と学校は、情報を交流し、連携して子どもの育成を行っている。 3.6 3.7 3.8

2１ 地域や関係機関と連携を図りながら非行防止などに努めている。 3.8 3.8 ３８

2２ 学校は、地域や保護者の声に誠実に対応している。 3.7 3.8 3.8

2３ 近隣の小学校や中学校、高等学校との連携が図られている。 3.7 3.7 3.6

平成23年度実施学校評価ｱﾝｹｰﾄ生徒対象集計結果 生徒評価点

質問項目
23年度中

間評価点

22年度年

間評価点

22年度中

間評価点

１ 生徒は始業式、入学式にしっかり参加している。 4.7 ４．６ 4.7

２ 生徒は野外学習、宿泊学習、修学旅行に積極的に参加している。 4.8 4.7 4.7

３ 生徒は認証式、生徒総会などにしっかり参加している。 4.4 4.6 4.4

４ 生徒は授業に意欲的に参加している。 3.9 ４．２ ４．０

５ 授業はわかりやすく行われている。 4.2 4.2 ４．２

６ 評価基準や評価方法などの説明はきちんとされている。 4.7 4.5 ４．６

７ 総合的な学習の時間では、充実した活動が行われている。 4.3 4.3 4.3

８ 朝総合の読書は有意義である。 4.7 4.6 4.6

９ 進路に関する説明や資料、情報の提供があり、進路を考えることに活かされている。 4.2 4.2 4.0

1０ 家庭学習の習慣が身についている。 3.0 3.0 3.1

1１ 学校は、明るく落ち着いた雰囲気がある。 4.2 3.8 4.0

1２ 学校では、安心して生活できる。 4.2 4.1 4.2

1３ 学校では、生徒に基本的な生活習慣を身につけさせる指導がされている。 4.3 4.2 4.2

1４ 生徒は、きまりやマナーを守るなどの基本的な生活習慣が身についている。 4.0 3.6 3.8

1５ 生徒は、命の大切さを考え、思いやりの心をもつように努めている。 4.1 4.0 4.0

1６ 生徒は、学校の施設や設備を大切にし、きれいに使っている。 4.2 4.0 3.8

1７ 先生方は、生徒の気持ちをよく理解しながら適切に対応してくれている。 4.0 4.2 4.0


